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$EVWUDFW: Industrial Chemistry I has taught materials particularly to polymers since 2013.  Since then, the authors 
have been teaching the Material design, such as synthesis, process and analysis.  The theme on synthesis of Nylon - 
6,6 was introduced to promote a more accurate understanding of polymers. The experiment constructed three steps 
such as, synthesis via interfacial polymerization, process of film, and analysis of end group via reaction of 
functional group and infrared spectroscopy (IR) measurement.  We would like to summarize the present overall 
situation in this experiment and to discuss for further improvement of the coursework. 
 

























塩化アジポイル (東京化成, 東京), アジピン酸, ヘキサン, 
ヘキサメチレンジアミン, 水酸化ナトリウム, チモールブ





を A, B, a, b とした． 
A : 0.50 M ヘキサメチレンジアミン (5.0 M NaOH 溶液) 
B : 0.50 M ヘキサメチレンジアミン (水溶液) 
a : 0.25 M 塩化アジポイル (ヘキサン溶液) 
b : 0.25 M アジピン酸 (水溶液) 
 
2.2 実験 
2.2.1 ナイロン- 6,6 の合成 1 
2.1.2 で調整した溶液をそれぞれ組み合わせて 4 種類の条
件 (A-a, A-b, B-a, B-b) において合成を行った (Fig. 1, Scheme 
1)．取り出し方としては，静置状態より引き上げるだけ 
(Fig.2 a), b))でなく，反応溶液をかき混ぜる (Fig. 2 c))，溶液
を同時に注ぐなど，界面の接触方法を変えて合成させた． 
 
Fig. 1 実験の様子 
 
Scheme 1 ナイロン- 6,6 の合成 




Fig. 2  ナイロン- 6,6 の合成 a) 引き上げによる界面重合進行
の様子, b) a) により得られたナイロン- 6,6, c) 反応溶液を撹
























2.2.3 ナイロン- 6,6 のフィルム加工 
得られたナイロン- 6,6 をシャーレに入れ，ギ酸で溶解
させた後(Fig. 3 a))，75oC で乾燥させることで，フィル




Fig. 3 a) フィルム加工のためナイロン- 6,6 のギ酸への溶
解, b) a) を乾燥させたナイロン- 6,6 のフィルム 
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2.2.4 ナイロン- 6,6 の赤外分光 (IR) 測定 
班ごとに，加工したフィルムを赤外線透過用の窓をあ
けた厚紙に貼り (Fig. 4 a))，IR 測定を行った．この際，
赤外ビームがフィルムを透過しているのを確認(Fig. 4 b))

















反応が進行しないことを解説 (Fig. 5 a)) することで，実















ド結合を示す，3300cm-1 の鋭い N-H ピークと 1600 cm-
1 のアミド I である C=O のピーク， 1450 cm-1 のアミド







Fig 5 講義でのスライド  a)アジピン酸を用いた場合の反
応, b) 塩化アジポイルを用いた場合の反応 
 
 





度合いの確認を行った (Fig. 9)． 
 
 
Fig. 7 講義でのスライド (IR 吸収領域) 
 
 
Fig. 8 提出された IR 結果の同定 
 
全体的に，理解促進が得られたことともに，液体であ
































Fig. 9 提出された実験報告書 
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